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第 11 回 企業継続の秘密 

 

（200年企業の経営） 

 

T216 月(1)法 103  

平成 21 年 1 月 5 日 

観光業界の経営分析 

 

№          内      容              参 考 等 
 
 ファミリービジネス ファミリービジネス学会 

  ファミリービジネス研究所 

 日本では創業者一族が経営に関わるファミリービジネ 設立総会より 

 スが国内企業総数のうち 9割以上を占め、各地域経済 

 においてその中核的役割を担っています。日本におけ 

 る業暦 100 年以上のファミリー企業数は数万社を数え、 

 欧州（6,000 社）、米国（800 社）を大きく上回ってお 

 り、その意味で日本はグローバルにみても「ファミリ 

 ービジネス大国」だといえます。また、ファミリー企 

 業における長期的な視点に立った投資行動や後継経営 

 者による新規事業分野の開拓（いわゆる第二創業）が、 

 日本経済の成長力、イノベーション力を高める上で果 

 たしている役割についても再評価する必要があるでし 

 ょう。 

  

 一方、日本においては、①ファミリービジネスに関す 

 る学際的研究、②事業承継、ガバナンス、リスクマネ 

 ジメント、コンプライアンス、資産形成等ファミリー 

 ビジネス経営者が直面する様々な経営課題に対するテ 

 イラーメイドで質の高い支援サービス、③ファミリー 

 ビジネス政策、等の分野で残念ながら十分な蓄積がな 

 されてきたとはいえないのも事実です。翻って欧米諸 

 国をみると、米国・カナダにおいては 80以上の大学で 

 ファミリービジネス専門コースが設置されており、学 

 術研究・実務家教育を推進するファミリー企業研究所 

 （Family Firm Institute）は米国内外で活発な活動を 

 行っています。また、欧州においてもファミリービジネ 

 スネットワークが、ファミリービジネス経営者に対する 
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 啓蒙活動において大きな役割を果たしており、昨年の 

 年次総会では日本のファミリービジネスが優れた企業 

 に与えられるファミリービジネス大賞を受賞し注目を 

 集めました。 

 

 以上のような背景に鑑み、今般多くの支援企業やファ 

 ミリービジネス経営者の皆様の支援を得て、日本初の 

 「ファミリービジネス学会」および「ファミリービジ 

 ネス研究所」が設立される運びとなりました。 

 両機関は、前者がファミリービジネスに関する学際的 

 研究の促進、後者はファミリービジネスの経営者およ 

 びファミリービジネスに対して様々なサービスを提供 

 する実務家教育という各々の役割を果たしながら、相 

 互に堅密に連携しつつファミリービジネスに関する「 

 地のプラットフォーム」、「ファミリービジネス研究・ 

 教育・支援に関するグローバルネットワーク」を構築 

 することを通じて、わが国におけるファミリービジネ 

 スの発展に資するという目的を共有しています。 

 

 

 

 
日本経済新聞に、「200 年企業－成長と持続の条件」というタイ フジサンケイビジネスアイ 

 トルで、平成 20年 4月 16 日から連載が続いている。 ファミリービジネス探訪 

 日本は世界一の長寿企業大国で、創業 200 年以上の企業が 3,113 日本経済新聞 

 社ある。二位のドイツの 1,500 社超、三位のフランスの 300 社 200 年企業 

 超を大きく引き離している。（光産業創成大、後藤俊夫教授） 

  何故日本で数多くの企業が永続することが出来たのか。 

 今回、日経記事を中心にして、観光業関連の 200 年企業の経営 

 の特色を検討して見ようと思う。 

 

 尚、本格的には世界的に有名な長寿企業の研究として①創立 200 

 年以上の企業の参加するフランスに本拠を置くエノキアン協会や 

 ②その他各国におけるファミリービジネスセンターなどファミリ 

 ービジネスの研究という形で行われている。 
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１．観光関連の 200年企業 
 

 

社 名   年数・業種       長寿の秘密           検 討 

            年 

小西酒造 458 酒は白雪  

 天文 19 年 江戸までの物流を直営化 

   （1550） 生産から販売の一気通貫経営 

 酒造 江戸時代のサプライチェーン MG 

  教育活動、私財で藩校明倫堂を設立 

  明 6.私立（市立）伊丹小学校開設 

  山陽電鉄（現 JR）の開設発起人 

  大名貸しの教訓 

  政治的活動とは一線を画した 

 

 

法師旅館 1,290 ギネスブックに世界最古のホテル登録  

 養老 2年 老舖の経営は駅伝のようなもの（46代目） 

 （718） 「自ら学び」、「陰徳を積め」 

 旅館 効率一辺倒でない楽しむための仕掛け 

  「革新の連続こそが伝統」 

  「お客様第一精神」 

 

 

キッコーマン   347 大正 12 年から 52 年間地域住民に水道水供給  

 寛文元年 基金設立（水道、病院、図書館、公園） 

 （1661） 家憲「和を以って尊しと為す」… 

 しょう油製造 「私費を省き、分に応じて、社会の為に出損」 

  「然れども損を求めず、誇りとなす勿れ」 

  家訓の中の社会貢献 

 

  

柏屋 158  

 和菓子 

 

 

 

 

 

 

Ｊ字屋 412 鞠子の宿の休憩所 

 とろろ汁屋 外部の目 

  養子経営 

 



- 4 - 

 

 

 

社 名   年数・業種       長寿の秘密           検 討 

            年 

赤福 301  

 赤福餅 

 

 

 

 

 

 

平島屋 378  

 和洋菓子 

 

 

 

 

 

 

吉字屋 508  

 塩、油販売 

 

 

 

 

 

 

栄太桜絵本舖 190  

 栄太桜飴 
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２．京都花街の経営学 東洋経済新報社 

なぜ 350 年も続くのか？ 京都女子大学 准教授 

  西尾久美子著  
（１）京都花街とは（京都市の観光客年 4800 万人）  

  

     ・サービス・プロフェッショナル（もてなしと一流の文化） 

       舞妓さん 

       芸妓さん 

 

・伝統の起源 

       豊臣秀吉の妻ねねの侍女（出雲阿国の時代） 

       「もてなし」と「観光」の両側面の発展 

 

     ・現在のお茶屋 

       上七軒（10）、祇園甲部（74）、祇園東（12）、 

先斗町（32）、宮川町（37）、島原 

 

     ・経済規模 

       1955 年頃の 674 人から減少しているが東京、大阪ほど 

ではない 

       舞妓（77）、芸妓（196）、 … 78 億円の年商（花代） 

       東京芸者（342） 

 

 

（２）高度技術専門職と一見さんお断りのルール 

 

   ・お茶屋（イベント企画会社）と置屋（芸能プロダクション） 

 

   ・一見さんお断り（敷居の高さ） 

     長期掛け払いの取引慣行→債務不履行の防止 

     もてなしというサービス→顧客情報に基づくサービス 

の提供 

     職住一体の女世帯→安全性への配慮 

 

   ・長期立替払いの商慣行（与信） 

     なじみのお客は、財布を持っていなくてもお座敷で遊ぶ 

ことが出来る。高額の現金の持ち歩きと会計の煩わしさ 

からの解放とクレジットカードにない利便性。 

つまり、遊びに掛る経費一切をお茶屋が立て替える。 

二次会費用、タクシー代、全ての立替の請求は 2～6ヶ 

月後に請求書が届くという長期掛払いの商取引慣行が江 

戸時代よりずっと続いている。 
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  ・もてなしというサービス 

       初めての全く情報のないお客は、どんなサービスが好み 

か分からず、お座敷で満足いくようなサービスを提供で 

きないからご遠慮願う。 

 

     ・信用の証（ステータス） 

       お茶屋のなじみ客となることは、取引関係の安全性、氏 

       素姓、マナーもきちんとしていると認められたことにな 

る。 

一つのステータスとなり、大手企業の大阪、京都支店の 

支店長など、担当者の移動に際して、新任者をお茶屋へ 

引継するなど信用の継続を図っている。 

 

 

（３）教育制度（学校教育と働きながら学ぶこと） 

 

     ・学校（一生、女紅場の生徒）、置屋、お茶屋、顧客からの 

      360 度評価 

 

     ・伝統文化（教育と師匠） 

       日本舞踊、三味線、鳴物、笛、唄（長唄、常磐津、地唄、 

小唄、端唄）、茶道、都をどり、京おどり、鴨川をどり 

 

     ・上品さ（家庭としつけ） 

       立ち居振る舞い、京言葉、お化粧、頭髪、着物、花街の 

       手慣、行儀作法 

 

     ・即興性（お座敷と実践） 

       反映のよさ、受け答え、話術、臨機応変の対応、雰囲気 

を見る、年間 1,000 回のお座敷 

 

     ・評価と育成（みんなが見てはる） 

       お母さん、お姉さん、同輩、お客様 

       見て・聞いて・教えてもらって・また見て・聞いて 

 

     ・宝塚歌劇団は、小林一三が花街の芸舞妓育成の学校制度を 

参考にして、設立したと言われている。 

 

 

（４）設備投資の軽さ 

 

東京、大阪の料亭は設備投資重視のハード型の業態であり、 

大型化を目指したが、京都のお茶屋は情報重視のソフト型と 

言え、大型化せず市場の有限をわきまえて、それを刈り取っ 
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てしまわずに、継続的に手入れをしてお互いに業界でシェア 

しているとも言える。 

 

 

     ・東京－料亭－高級化（設備投資）－顧客の特別化、高級化 

      －環境不対応、廃業多発 

 

     ・大阪－お茶屋と料理部門の兼業－規模の拡大と高級化－環 

境不対応、廃業多発 

 

     ・京都－お茶屋－外注（芸舞妓、料理屋、花屋、道具屋、… 

      顧客情報重視）－継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｅメール課題 11） 

○？ 11. 長寿企業の秘訣は何か。 

 提出期限：H21.1.19（月） 

 E メール：yamauchi@cosmos.ne.jp 









第１０回（12/25）の復習 
 

 

平成 21 年 1 月 5 日 
 

 

１．第１０回のキーワードは何か 

 

  「CSR」企業の持続的な成長発展の必要条件 

 

 

 

２．観光業界の CSR  

 
 （１）市 場 
 
 
 （２）環 境 
 
 
（３）人 間 
 

 
 （４）社 会 
 
 
 （５）ガバナンス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Ｅメール課題 10） 

○？ 10．観光業における CSR の重要性について述べよ。  
 提出期限：H21.1.5（月） 

 E メール：yamauchi@cosmos.ne.jp 





















後半レポート 

 

 

 

T216 月(1)法 103 

平成 21 年 1 月 5 日 

観光業界の経営分析 

 

１．後半のレポート 

  今までの Eメール課題№6～10の中から 1 題を選定して補筆、修正して、
作成する。 

  様式 A4 1 頁とする 

  期限 平成 21 年 1月 19 日（月） 

 

２．今までの Eメール課題 

  №6  観光の経済（波及）効果を向上させるにはどうしたらよいか？ 

  №7  観光地の変化の兆し（良い点、悪い点のどちらでも OK）について述

べよ。 

  №8  沖縄における中国人観光の未来と受入体制について論ぜよ。 

  №9  成功するテーマパークのコンセプト（統一的な視線）の重要性につ

いて述べよ。 

  №10 観光業のおける CSR の重要性について述べよ。 

 

３．前半のレポート 

今までの Eメール課題№1～5 の中から補筆、修正して、作成する。 

  様式 A4 1 頁 

  期限 平成 20 年 12 月 22 日（月） 

 

４．前半の Eメール課題 

№1 沖縄観光の「シカケ」としての選択と集中は、何だと思うか？ 

  №2 観光学の必要な理由は何だと思うか？ 

  №3 観光地のホテル経営において、利益をあげるポインは何か？ 

  №4 地域及び観光事業の発展と空港ターミナルの役割について。 

  №5 観光立県における“旅行代理店”の重要性を述べよ。 

 

５．採点の方法 

  １）授業毎の Eメール課題（各 3.5 点）3 点→3.5 点に変更 
  ２）前半のレポート   （   30 点） 

    ３）後半のレポート   （ 30 点） 



コ ス タ ビ ス タ

  

 目  的： CSR
 
 
 日  時： 平成
 
 
 集合場所： ＥＭ
          （
 
 
 スケジュール： 17
        
 17
 
 18
 
 
 事前学習： 第
 第

 等

 をしてくること

コ ス タ ビ ス タ 見 学 会 
 
 
 
 

琉球大学 観光産業科
観光業界の経営分析講

公認会計士 山内眞樹

CSR（EM）ホテルの特色の見学 

平成 21年 1月 20日（火）17時 

ＥＭホテル コスタビスタ沖縄 ロビ
（旧ヒルトンホテル）TEL098-935-1500

17：00 ホテル施設見学 

17：30 社長講話 

18：00 バイキング 

第 10回沖縄企業の CSR調査 
第 11回企業継続の秘密 
等 CSR（企業の社会的責任）について
をしてくること 

観光産業科学部  
経営分析講座 
山内眞樹 

 
 
 
 
 

ロビ－ 
1500 

について再学習 


